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裸眼立体視ディスプレイによる屋外環境の全周立体映像提示
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あらまし 遠隔地の情景をあたかもその場にいるかのような感覚を与えて映像を提示するテレプレゼンスにおいて，

臨場感を高めることが要求されている．本研究では，広域屋外環境を対象とした高い臨場感を与えるテレプレゼンス

システムの構築を目的とし，裸眼立体視ディスプレイを用いて全周立体映像の提示を行う．裸眼立体視ディスプレイ

は，立体視を行うために多視点から撮影された視差画像が入力として必要であるが，すべての視点位置で撮影するこ

とは困難であるため，本手法では ����������� 	�
��	�
�の一手法を用いて撮影されていない視点位置の画像を生成

し，裸眼立体視ディスプレイの入力画像として用いる．発表では，裸眼立体視ディスプレイに生成した多視点画像を

同時に提示し，立体視と自由な視線変更を同時に実現するテレプレゼンスを実演する．
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�� は じ め に

利用者に対して遠隔地の情景を提示し，その場にいるかのよ

うな感覚を与える仮想現実感技術はテレプレゼンス ��� と呼ば

れ，教育や医療，エンターテインメントなど様々な分野で応用

が期待されている．広域屋外環境を対象としたテレプレゼンス

では，写実性の高い ������	�
�� ��������以下，�	��を用

いた試みが多く行われている ���．テレプレゼンスでは，遠隔地

の情景を臨場感豊かに提示することが重要となるため，写実性

が高いことのほかに視線変更による自由な見回しが行えること，

両眼立体視が可能であることなどが望まれる．

本研究では，立体視と自由な視線変更を同時に実現する広域

屋外環境のテレプレゼンスシステムを構築することを目的と

する．その際には，特殊な眼鏡などを必要としない裸眼立体視

ディスプレイを用いる．裸眼立体視ディスプレイは一般的に複

数の視差画像を同時に提示することで，多地点から現実環境と

同様の立体感を得ることが可能である．入力となる複数の視差

画像を取得するために，密に配置したカメラを用いて撮影する

手法があるが，自由に視線方向を変更するためには，カメラを

利用者の視線方向に合わせて回転させる必要があり，それらす

べての画像を取得することは困難であった．本研究ではこの問

題を解決するために，屋外環境において撮影された全方位画像

群から �	�により，裸眼立体視を行うための多視点画像の生成

を行う．従来 �	�を用いて視差画像を生成することにより裸

眼立体視が可能であったが，生成する視線方向が特定方向に限

定されており，自由に視線変更を行うことは困難であった ���．

本研究では，複数の全方位カメラで撮影された動画像を用いる

ことで自由な見回しと立体視を同時に実現する．



テレプレゼンスを行う際には，裸眼立体視ディスプレイに生

成された複数の視差画像を同時に提示し，立体視と自由な見回

しが可能な臨場感の高いシステムの構築を行う．

�� 全周立体映像の生成

本手法では，屋外環境で撮影された全方位動画像から裸眼立

体視ディスプレイの入力として必要な複数の視差画像を生成を

行う．以下，各処理について順に詳述する．

��� 全方位画像群とカメラ位置・姿勢情報の取得� 裸眼立体視

に必要な多視点画像の生成に必要な光線情報を取得するために

全方位カメラを車両に固定して，移動しながら撮影を行う．な

お，それぞれのカメラの位置情報は撮影時に ���により同時

に取得する．

��� 生成する視点位置の設定� 生成する複数の視差画像の各視

点位置の例を図 �に示す．ユーザが撮影経路に沿って移動した

ときに自由な見回しと立体視を実現するために，視差画像の中

央の視点位置が眼間距離を直径とする円周上を回転した場合の

視差画像をそれぞれ生成する．これは利用者が見回しを行った

場合の視点位置を近似している．

��� 生成に用いるカメラ画像の選択� 新しい視点の画像は，そ

の地点以外で撮影された複数の全方位画像の一部を合成するこ

とにより生成する．本手法では，生成に必要な光線情報を �	�

の一手法である ����� ���� �������の原理 ��� に基づき取得

する．生成する新しい視点画像を縦の短冊に分割し，それぞれ

の短冊で生成に必要な光線を算出し，撮影された全方位画像群

の中から最も近い光線情報を持つ画像を選択して用いる．

��� 奥行き情報を考慮したレンダリング� 生成する画像の各短

冊のつなぎ目で被写体の奥行き推定を行う．奥行き情報は，撮

影位置が異なり，同様のシーンが撮影された �枚の画像におい

てパターン類似度を用いたステレオマッチングにより特徴点を

対応付け，センサから得られるカメラ位置情報を用いることに

より取得する．推定された奥行き情報を考慮して新視点画像の

レンダリングを行う．

�� テレプレゼンスシステム

デモンストレーションでは，屋外環境において自由経路で撮

影した全方位動画像を用いて多視点画像を生成し，利用者が自

由な見回しと裸眼立体視が可能なテレプレゼンスを実現する．

全方位画像の取得は ����������
����� 社の ���� !��を

� 台用いて行った．カメラ位置・姿勢情報は �"#���� から

取得された ��� 測位値と画像の特徴点追跡に基づき算出

した．多視点画像の提示には，���������$���
 社の ������

�����%����&�'�()*���+ "�$�'","��-. ����/� �����0，.�
�

$��� ��
��!���'��1%�2*1� を用いた．このディスプレイはレ

ンチキュラースクリーンを用いることにより (視点分の視差画

像を同時に提示可能で，利用者はこの中で両眼視差がある �視

点分の画像を両眼で見ることで複数の地点から立体視可能であ

る．提案手法を用いて生成した視差画像の例を図 �に示す．図

�では，左上から右下にかけて順に視点位置を変更しているが，

各画像で視差があることがわかる．図 �にテレプレゼンスの様

撮影経路

生成視点

図 � 生成する視点位置の例

図 � 提案手法により生成された視差画像 �� 視点分� の一例

図 � 裸眼立体視ディスプレイを用いたテレプレゼンスの様子

子を示す．ユーザは裸眼で立体視が可能で，コントローラによ

りインタラクティブに視線方向を変更できる．

�� ま と め

本稿では，裸眼立体視ディスプレイを用いて，広域屋外環境

の立体映像を提示する手法を提案した．テレプレゼンスでは，

利用者による自由な視線変更と裸眼立体視が同時に実現可能で

あることを確認した．今後は，生成された多視点画像の生成精

度に関する評価実験を行うことが課題として挙げられる．
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